
図 1　品川御台場構築資材の産地分布図

※冨川武史「嘉永・安政期における江戸湾内海御台場普請事業－伊豆石丁場所在地域との関わりから－」（『洋学』第 28 号、2021 年）

　転載図を一部修正、加筆。

※本図は、「五十万分一　東京近傍地図」（明治 43 年 10 月 15 日増補改訂 54 版、博愛館発行）を下図に使用し、現時点で判明してい

　る品川御台場普請時の調達資材と調達先、河川、街道等を記したものである。
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※冨川武史「嘉永・安政期における江戸湾内海御台場普請事業ー伊豆石丁場所在地域との関わりからー」（『洋学』第28号、2021年）掲載図を一部加工。
※本図は、『江戸の石を切るー伊豆石丁場遺跡から見る日本の近世社会ー』（静岡県考古学会、2011年）掲載「伊豆石丁場分布図」を下図とし、令和
　4年（2022）1月23日時点で判明している品川御台場普請時の石丁場所在地の村名を追記したものである。なお、□で囲った村名以外の地名は、寛永
　11年（1634）の石丁場情報「伊豆石場之覚」（細川家文書）を抜粋して掲載したものである。
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※冨川武史「嘉永・安政期における江戸湾内海御台場普請事業ー伊豆石丁場所在地域との関わりからー」（『洋学』第 28 号、2021 年）掲

  載図を一部加工。

※本図は、『江戸の石を切るー伊豆石丁場遺跡から見る日本の近世社会ー』（静岡県考古学会、2011 年）掲載「伊豆石丁場分布図」を下

　図とし、令和 4年（2022）1 月 23 日時点で判明している品川御台場普請時の石丁場所在地の村名を追記したものである。なお、□で囲っ

　た村名以外の地名は、寛永 11 年（1634）の石丁場情報「伊豆石場之覚」（細川家文書）を抜粋して掲載したものである。

図２　品川御台場普請における伊豆石丁場所在図


